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セミナータイトル 体内時計シンギュラリティ制御 

セミナー概要 

体内時計は植物が昼夜環境の中で最適に生活するために欠かせない。

個々の細胞に備わる体内時計がお互いに脱同調すると、個体全体とし

てのリズムが消失する。これはシンギュラリティと呼ばれ、植物の潜

在的な生育不安定性を解く鍵として注目されている。本セミナーで

は、シンギュラリティが生じる条件を明らかにすることで、生育不良

を引き起こすリスク環境を回避するための方法を紹介する。 

ご講演中のキーワード 
位相応答、オミクス解析、スピーキング・プラント・アプロー

チ、生産安定性、時計遺伝子、非同期  

本セミナーで 

習得できること 

・植物生産における体内時計の基礎知識 

・自動化における生体環境時系列データの取扱い 

・体内時計の制御方法 
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